B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　　赤石　　　　）　

	山（山域・ルート）那須：茶臼岳


【日時】１７年１０月２４日（月）日帰り　
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【メンバー】

赤石一家４人
（計　４名）
【行動記録】

8:00自宅…(東北道)…10:30那須峠の茶屋P…10:50出発…12:00峰の茶屋,昼飯、12:40下山…13:30峠の茶屋…19:00自宅　　　　　　　　　　　　　　　　　
上り　１時間　下り　1　時間
【装備・食料等】

　共同装備：　背負子付ザック、弁当、テルモス２L、防寒具、救急ｾｯﾄ、

下の子の着替えオムツｾｯﾄ 、ツエルト、ライト2つ、細引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　個人装備：行動食（飴）、雨具、水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　子どもが小さい時に高い山へ連れて行くのはよくないとも耳にするが、上の子がどうしても山へ行きたがり家内も紅葉が見たいと、運動会の振替休日の月曜に家族全員で行ってきました。予定より大分遅れて８時出発、那須に近づくと山の中腹がカラフルに彩られている。上は雲に隠れている。峠の茶屋まで車で結構登る。上の子も紅葉がきれいだという。駐車場につくと、北側の尾根が緑の絨毯に赤･黄･橙の目が奪われるような景色。あの緑が笹原と気づくのに少し時間があった。登る準備をしていると早くも下山してくる人がいる。これから子ども連れて登るの？みたいな疑いの目で見られる。当然だ。ナナカマドの濃い赤色が鮮やか。上の子はとても喜んでどんどん走っていく勢い、叱りながらゆっくり行く。15分程登った所で案の定ころんで大泣きの長男。飴をやって「帰る？」ときくと「行く!」と登り出す。次男は親指くわえて最初から背中。峰の茶屋跡は思っていたほど風は強くない。雲の中で展望もさっぱり。長男は避難小屋の後ろの石組みから屋根に上って大はしゃぎ。少し時間が遅いので、茶臼はまた今度にしようねと下山。家内が一番喜んでいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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